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＜目的＞　一般!::日本人は風呂好きな国民と言われているが，この風呂好きはどのようにして形成

　　　　されるのだろうか．本研究は受験勉強や部活動などに忙しい高佼生に焦点を当て，アンケ

　　　　ートにより入浴の実態を調べ, 現代高校生の入浴観を把握する.

＜方法＞調査対象：埼玉県内の高校生男女各110名（回収串100％）. M査内容：＊幼少明の体験

　　　　＊風呂での遇ごし方水風呂に対する鵬情等．n査期間：平成6年9～10月

＜結果＞･浴室の保有率：男女共100%. r風呂が好*」は男子は54%,女子は75％であったが，毎

　　　　日の入浴串は男子96%,女子100%と高率であった. 平均入浴時間は男子21.2分，女子37.

　　　　2分と女子が16分ほど長い．一人で入り始めた年●は男子6歳前後，女子9歳前&..と性差が

　　　　みられる. 幼少時の入浴の思い出は数遊び，家族との会話，入浴時のマナー‘等で，その内

　　　　容はさまざまであった. B.呂での過ごし方は，歌をうたう，ぼ■>とする，寝る，入浴剤を

　　　　楽しむ，マッサージをする等，<a々に入浴を楽しんでいる．しかしまた4人に1人は，本人

　　　　あるいは家族が事故を体験している. 風呂に対する希望：広さ, iit俯, 美観, 娯楽，安全

　　　　に関するもの等多岐にわたる. tた温泉や健康ランドへの関心も高い．

　　　　　以上から. 現代の高佼生も風呂に封しては概ねプラス志向であり，様々な希望を抱きな

　　　　がら，入浴をのんびりと楽しんでいる嫌がうかがえた．

2Ja－10 地方都市居住者のつきあいに関する研究

第1報告　福鳥地域における現状

　　　　　　　桜の聖母短大　○佐藤美枝子　　　　　日本女大家政　沖田富美子

目的　近年地方都市においても集合住宅居住が一般化し、大都市麗と同様の生活が展開さ

れている。中でも日常の近所づきあいの仕方も、当然変化しているものと思われる。そこ

で地方都市におけるつきあいの現状を把握し、今後の集合住宅居住とつきあいの方向性を

採り、集合住宅計画のー資科を碍ることが本研究の目的である。

方法　福鳥市及び福鳥市郊外における集合住宅居住者を対象に、その居住者の家族及び近

所づきあい（つきあいに対するイメージ、つきあいのきっかけ・種類･内容、町内会、管

理組合などへの参加など）についてのアンケート用紙を戸別訪問により配付、回収する方

法とした。調査期間は1994年10月～11月。配布数250件で、有効回収数217件（78.o％）｡

結果　①調査対象地域の集合住宅は賃貸61.3％、分譲38.7％であり、住宅形式は片廊下型

が81.0％を占める。家族構成は核家族が59.3％あり、平均家族人数は3.1人である。②現住

宅への居住のきっかけは、分譲の場合「転勤の為」「子どもの成長」各･約20％等、また「

持家購入として」75.7％がみられ、質貸の場合「転勤の為」62.1％、しかも将来ｒ転居す

る」という世帯が全体で48.8％ある。③現在一般的に行っているつきあい( 9種類のうち）

としては、「冠婚葬祭などは出席」あるいは「家族ぐるみでのつきあい」などである。④

集合住宅での居住者のつながりは、「共同の利益を守るため重要」’と認識して･いるものが

多いが、現在の近所つきあいは「たまに立ちiS j r顔があえば挨拶」等にみられる。⑤町

内会への加入は72. 1％を占め、その内34.4％のものが世話役を経験し、さらに59.2％のも

のが町内会への参加は、親睦を高めると評価しており、比較的つきあいが行われている。
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